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海底地質調査に活躍する英国の中小型掘さく船

井上英二(海洋地質部)

まえがき

最近3隻の大陸棚用の中小型掘さく船の資料を入取

した.これらは英国の大手土木建設企業であるGeorge

Wi皿pey株式会社のものでそのうちの1隻は最近建

造された自動船位保持装置(DynamicPositioning

System)を有する掘さく船でありまた他の1隻は5

年来IGS(英国地球科学研究所わが国の地質調査所

にあたる)の大陸棚地質調査プロジェクトに活用されて

いる船である.これら掘さく船は深海での掘さく能力

はないが大陸棚や大陸斜面上部で身軽に移動し海底

下敷10mから数100mまでの浅い掘さくを行なうのに適

している.

世界中で掘さく船は石油掘さくリグを含めると約
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300隻もありそのうち独力で自由に航行できるフロ

ｰティング型の掘さく船は87隻である(OceanIndust｢y

1974年9月号).その代表的で最も有名な掘さく船は

水深数1000mの深海底において数1000mの掘さく能力を

有するグロｰマチャレンジャｰ号である.他の掘さく

船もこれと同等の大きさかそれ程大型ではなくても

なにぶん石油探査用であるから掘さく深度数1000mの

能力をもつ大型船がほとんどであってここに紹介する

ような中小型の掘さく船はきわめて少ない.

大陸棚の海底地質調査は石油･ガス･石炭･金属鉱

床の探査海底トンネル等の海底土木事業海洋環境保

全その他多方面の目的のために必然的に今後ますます盛

んになると予想されるがこれに伴って船舶搭載用の試

錐機や小型掘さく船の需要が増大するであろう.

かねてから筆者は海底試錐機と軽便な掘さく船に
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関心を寄せていたカミわれわれが望むような手頃な

掘さく船については今日までほとんど情報を入取

することができなかった.

ここに拙文を草する意図は海底地質調査に何ら

かの形で関係する人びと土木･造船関係でこのよ

うな情報に関心をもたれる人びとに参考として資

料を提供することであり同時に海底地質調査に

とって試錐機や小型掘さく船がハンマｰ代りとし

て不可欠であることを一般に理解していただきた
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第1図WimpeySea1ab号平面図(WimpeyLaboエatoエiesLtd.資料)

写真1WimpeySealab号(Wi㎜peyLabo胴toriesLtd.資料)�
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策1表WimpeySea1ab号の仕様

全長

長さ(BP)

幅

深さ

吃水

排水量

乗組員

航海速力

燃料タンク

清水タンク

主機関

プロペラ

スラスタｰ

主発電機

補助発電機

コンプレッサ

航海用機器

���

���

���

���

���

5,950ドニノ

54名

10ノツト

813トン

182トン

Su1zer6気筒SD60ディｰゼルエンジン

2,700B狸1台

4翼Heliston型1基

可変ピッチプロペラ12.5トンスラスタ

3鮒回転4基

3,600B呼ディｰゼルエンジン2基

2,570kV3相60HzブラシレスAC発

電機2基

180とW220V直流発電機3基

195}VA240V交流発電機1基

25kVA440V3相60Hz交直流発電機

1基

7.07m8/min8.79kg/cm里1ngerso11

RandL50B2基

3･40m8/min8.79kg/cIn2L25TE

1基

人工衛星測量(Wimpey-AM工Auto

Nav11O総合システムトップラｰソナ

デッカRM314レｰダデッカTM1226

レｰダデッカナビゲｰタデッカオｰ

トバイ1コット

自動船位保持装置(ダイナミックポジション･システム)

1､短基線ビｰコン方式GEC2050コンピュｰタインタｰプエ

スペリフエラルテレプリンタチャｰ

トレコｰダ海底ビｰコン(リエントリ

オプション付)4点ハイドロフォンシ

グナルプレッサデイスプレイジャイロ

コンバスアネモメｰタ(風速/風向)

4スラスタ稼動水深61～300m

2.トｰトワイヤ方式トｰトワイヤ催斜饒電気油圧バックと

コントロｰル付3.5トン錘稼動水

深450m

ケイ留装置ワイヤ張力30.5トンForge電動油圧式

ウインチ4基

ワイヤ44皿m径549m長4

アンカｰ6,1トンByers型4個

稼動水深61.Om以浅

搭載機器積荷用デリック3トン用2基

50トン用デリック2基ヘリコプタｰ燃

料用デリック

ベリコプタｰプラットフォ2墓エンジンヘリコプタｰ用径14.3皿

』ム

掘さく装置

1.ヤグラ33m高200トンタイナミックデリック

2.ドロｰワｰクス700旺可変スピｰドGardnerDenver

��ぅ

主ドラム径28mmワイヤ915m最大ワ

イヤ引張121,117㎏また径14㎜610

mワイヤ最大張力7,620止gをささえる

サントリｰノレを有する

3.吊上げコンペンセｰタ51ドンコンペンセｰタシングルサスペ

ンデッドシリンダｰトｰタルスト1コｰ

ク4.55m

4.ロｰタリｰノくフｰ

5.1コｰタリ｣ハワｰス

イベル

6.ドリルパイプ

7.ドリルカラｰ

8.泥水ポンプ

200王P電動油圧パック最大フロｰ:2250

psiで52gPm

油圧ハワｰスイベル可変速度最大623kg

/mトルク158kg/cm2(2250psi)で2.4

リッタｰ/秒(38gpm)

ウエルデットドｰルジョイント径11.4

cm1,000mトリノレパイプ長GradeE

㈴��月�

133kg/m7.6mx8.9cmx17.1cmの

�ね

ポンプ500Ψ可変スヒLド最大出力

28z/sec1基

80疋34とg/cm215.4z/s㏄王墓

15旺泥水ポンプ57kg/cm22.5〃sec

1基

5x6ミッション遠心ボンブ15田1基

4x4遠心ポンプ25皿2基

泥水力クノ･ン機3皿AC3基

泥水ミックス装置1基

泥･海水自動配合装置

ン'ためである.

1.掘さく船の仕様と特徴

今回入取した資料はWimpeySea1ab号Whitethom

号およびBria工thOm号に関するものである.前者は

中深海の掘さくも可能な新鋭船であるが後2者は貨

物船を海底地質調査のために改造した浅海用浅掘りの

掘さく船である.

Wi岬eySea五曲号(第1図写真1第1表参照)

本船は長さ99m幅15m排水量5,950トンで最

大稼動水深450m掘さく能力1,000皿である.これを

世界の掘さく船に比較すると本船は中型に属する.

自動船位保持装置はコンピュｰタ制御による4個のスラ

スタで行なわれ保持の精度は風速13m/sec海流3ノッ

ト波高3･5m波長91.0mの海況で水深の3%以内ま

たは半径7mの円内風速20m/secで半径11.0mの範囲

内である.また水深60m以浅では4個のアンカｰの

使用によりケイ留して掘さくを行なうこともできる.

中央船底には72皿2の長方形の穴があってここから掘

さく作業を行なう.掘さくヤグラは高さ33m一吊上げ

荷重200トンである航法は人工衛星測量ドップラ

ｰソナｰ装置による船尾には連絡用としてヘリコプ

タｰの発着場がある･本船は北海油田探査や英国東岸

の海底炭田探査に使用されている.

W血ite仙｡m号(第2図写真2第2表参照)

本船についてはあとで少しくわしく述べるのでこ

こでは簡単に仕様についてだけ触れる.全長79.5m

幅11.8m総トン数1,488トン稼動水深75m掘さく

深度120m｡の能力をもつ.大き放特徴は舷側から掘さ�
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策2表Whitethom号の仕様

長さ

長さ(BP)

幅

深さ

総トン数

吃水

人員

最大船速

燃料タンク容量

清水バラスト容量

主機関

ハウスラスタ

主発電機

積載用デリック

ウインチ

アンカｰ

航海用機籍

調査機器

実験室

作業艇

���

���

���

��

1,488トン

��

27名

14ノット

118トン

628トン

BritishPo1arMN195型

2,290BHP@310RPM1台

1基WhiteGi1140型

4.5トンスラスト360,

220VDC73kW発電機3基

33kVA240VAC発電機1基

SWL5トン用2基

8トン周3胴ドラム1,067皿

ワイヤ付2基

1,816トンDaI1forthアンカｰ6個

デッカMK21ナビゲｰタトラックプ回ツタ

ジャイロコンバスオｰトパイロットデッ

カ729レｰダデッカ404レｰダ

測深機バイブロコアラ2基各種グラブ

水中テレビ水中カメラ

試料処理室6.7×2,6m

8.2m長2.6m幅DTI9級

くを行なうことで上甲板に油圧装置により滑動する作

業台を取付けその台の端に掘さくヤグラ(吊上げ荷重

50トン)を設置し掘さく時には作業台を右舷の海面上

にはり出して掘さくを行なう.掘さく方式は回転式と

衝撃式の両方である.船体の固定は6個のアンカｰ

で行なわれる.上甲板の左舷側にも2作業台があって

それぞれバイブロコアラを揚降する起倒式ギヤロスがあ

る.実験室は船倉にあってここで採取試料の処理を

行なっている.

趾這舳仙｡m号(第3図写真3第3表参照)

本船はWhitethom号と同じくリバプｰルのS.

Wi11iam会社の貨物船から掘さく船に改造されたもので

船形･内容ともにWhitethom号に類似する.全長

80.6m幅11.8m総トン数1,479トン掘さく稼動水

深100mで掘さく方式は回転式と衝撃式ヤグラの高

さは約11mである.稼動水深は作業船を利用すれぱ

もっと増大させることが可能である.航法は人工衛星

測量ドップラｰ自動航法でありデッカを併用する.

ハウスラスタを装備する.
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2.WhitethOm号の調査活動と実績

1970年の秋筆者は英仏両国の海洋地質調査活

動を数ヵ月間見学してまわったがそのおり英
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第2図Whitethom号平･立面図(WimpeyLaboratoriesLtd.資料)

写真2Whtethom号(a)はWimpeyLaboratories

Ltd.資料(b)は同号前部を示す�
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策3表B工玉･正th.m号の仕様国のIGSの紹介で当時誕生したばかりのWhitethom

長さ80.6m号に数目間乗船しアイリツシ海での初の掘さく作業を

長さ(BP)71`2m観察する機会を得た.これについては以前本誌上で簡

幅11.8m

深さ5.6m単に触れたが(地質ニュｰスNo.202)あたらしい資料を

総トン数L479トン加えて本船の建造経緯作業状況実績等をあらため

吃水4.9m

水バラスト容量335トンて紹介したい･

燃料タンク200トンWhitethOm甘はもともと貨物船で1963年ブリスト

潤滑油タンク4.2トン

船速1z5ノット(㌦16トンMDF)ノレで建造されたがIGSの要請のもとにGeorge

積載用デリックsWL3/5トン用6基14･7トン用1基Wimpey建設会社によって掘さく船として1970年に故

人員30名

遣された.IGSは1967-8年頃から英国周辺大陸棚

稼動水深100m

主機関W･･k｡｡｡正TMBAS397型7気筒1,630Bの海底地質調査にのりだしているが掘さく船による調

呼@280RPM査はプログラムの重要部分を占めている.IGSの調

ハウスラスタWhiteGin50型6トンスラスタ3鮒

主発電機30kW220VDC発電機4基60kW220V査方式はまことに系統的なもので1対象海域について

DC発電機2基20kW240VAC発電機調査を3段階にわけて実施する.最初は数マイノレ間

1基240VDC/AC発電機1基

ウィンチ1γ5トン用3胴式ウィンチ1,067mワイヤ付隔の格子状測線に沿って各種の物理探査(スパｰカｰ

2基重力計磁力計サイドスキヤンソナｰを使用)を行な

アンカｰ2,752トンStevinアンカｰ6基

航海用機器人工衛星測量ドップラタイプAMI自動航う･ついで堆積物･岩石の採取を主体としたサンプリ

法110デッカMK21ナビゲｰタトラッタング調査(各種グラブ各種コアラ小型試錐機水中

プ回ヅタジャイロコンパスオｰトバイロ

カメラ水中テレビ等を使用)を行ない最後に重要地

ツトレｰダ

調査機器測深機210khと33kh点で海底掘さくを行匁って1対象海域の調査を終了する.

この海底掘さくをIGSはWimpey中央試験所に

依託し掘さく仕様を水深70m海底下50m掘さくど指

定した.これをうけて同試験所は年間総経費30万ポ

糞よ､逃κム彩㌻11箏洛㌧

玉二L傭船してこれを･･…｡･･…i･…i･･造船所で

ハウスラスタ掘さく船に改造し1970年8月に工事が完了した.

掘さく装備は油圧で右舷から海面へ張り出す作業台

ア

1約11三辛ジ㌶㌶:㌔ll㌫用㌫㌫

タンクから構成される(写真④⑤参照).ダイヤモンド

後部デッキプリッジ.操舵室
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作業台サンプ■｣シグ台

1■皿1

主甲板

㌃＼

スラスタ

第3図Briar出｡m号平･立面図(Wi皿peyLaboratoriesLtd.資料)

写真3Briarthom号(Wi㎜peyLaboratoエie竃Ltd.資料)�
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ビットを使用しコア径は4インチである.ロッドは

作業台に連結したロッド受け樋におかれる(写真6参照)､

作業時に船を固定させるケイ留設備は6個のアンカｰ

(各重量1.8トン船首と船尾に得3個)およびそれぞ

れ1,067mのワイヤをもつ3胴ウインチ2機からなる

(写真2-bり真7参照).

航法はデッカ航法でありデッカナビゲｰタと自動ト

ラックプロッタが装備されている.掘さく地点に正し

く船を誘導するためにA1pinePrecisionRanging

Attach㎜entがデッカRM729Aレｰダに取付けられる.

掘さく能力は先述したように通称水深70m海底下掘

さく深度50mであるがMoray湾の調査では1隻の作

業船の助けをかりて水深!56mの海底で119.50m掘さ

くしたそうである.掘さく作業は風力6～7(風速約

28m以下)の海況でも実施可能といわれる.

作業は昼夜連続で3交代で行校われる.乗船員は

全部で27名であるがアイリッシ海での作業ではWi阯

pey杜の掘さく技術者!0～12名IGSの地質研究員2

名あとは船員であった.研究員は掘さく位置の確認

を行校い採取した沿石コアや堆積物を船倉に設備され

た実験室で整理する.

掘さく地一“､(への接近はトラックプロッタｰをにらみ

ながら行なわれる.船が所定の地一1点に近づくと1づつ

アンカｰをおろし6アンカｰでつくられた正六角形の

中心に船をもっていくようハウスラスタとアンカｰに

連結したワイヤの張力を利用しながら操船する.この

方法での位置の誤差は10m以内といわれる.筆者カミ観

察したところでは水深20m以内の海域で最初のアン

カｰをおろしてから最終的に船が掘さく地点に固定され

るまでの時間は約2時間であった(写真8)1

Whitethom号の左舷

にはバイブPコアラ専

用の起倒式ギヤロスを装

備した作業台がある.

バイブロコアラはWim-

pey製で径4インチ長

さ7mの鋼鉄製チュｰブ

をもち4脚である(写

真91011参照).これ

は水深110m以浅の海底

から砂のサンブノレを採

取するのに使用される.

このほか本船には各

種採泥や水中カメラ･テ

レビによる海底観察を行

写真4張り出した作業台上の掘さく作業

写真5張り出した作業台とコンダクタｰバイゾ

写真6バイブの継ぎ手前の樋はパイプ置場の樋遠景はウエｰルズ

のパｰミアン石灰質砂岩

写真7船首のアンカｰ周3胴ウインチ�
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なう藷設備がある.このように本船はたんたる掘さ

く船ではなくて浅海用のサンプリング専用船として設

計されている.

Whitethom号はアイリッシ海の掘さくを皮切りに

カｰディガン湾･クライド湾ヘブリｰズ海ミンチ海

モレイ湾フォｰス湾ブリストル湾等(第4図参照)

で掘さくを行恋ってきた.作業は年間を通じてほとん

ど休みたく続行され冬期間でも12月一1月の6週間を

のぞいて活動した.1971年度の本船の活動状況を1例

としてみると(IGSAmua1Report1972)掘さく点

数は79掘さく深度は最深で92.50㎜浅い掘さくは数

mで20～40nユ掘さくが最も多い.基盤の岩石コアを

採取した個処は66掘さく一歳6地点で掘さく中止他は

未固結堆積物コアを採取した.これをみてもかなり

高v･成功率がうかがわれる.掘さく点の密度は最も

一点数が多いアイリッシ海(ほぼ山陰沖から対馬海峡･五

島灘を含む広さ)で71点また大体相模湾程度のクライ

ド湾で15点の割合であってIGSの海底地質調査が

いかに念入りに行なわれているかを推察できよう.も

っとも英国周辺大陸棚はかなり沖合でも水深がせいぜ

い数10㎜程度でしかも岩盤を覆う堆積層がうすいとい

う事情があるのでこのように浅い掘さくで岩石コアを

多数点で容易に採取することができるのであろう.

写真8掘さく中のWhitethom号の遠望

写真10バイブ回コアラを水中に投下しようとするところ
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第4図英国大陸棚の海名
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写真9Whitethom号の節甲板の設備配置手前

右にヤグラの脚立にバイブロコアラを抱いた起倒式ギヤロス

また前方の両舷に他の起倒式ギヤロスのアｰムが見える

写真11バイブロコアラを水中に投じたところ�
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IGSとの契約によると本船の契約期間は1970年8

月から1975年8月までの5年間1年の稼動日数は300

目である.!974年2月までに本船があげた実績は以

下のとおりである.

全掘さく点数

掘さく延長(ドリフト)

掘さく延長(回転式)

総掘さく延長

平均掘さく長

㈹�

7,左89.84nユ

㈬����

������

㌴��

このほか掘さく以外に採泥調査を行校ったがその

成果はバイブロコアラによる柱状試料559グラビテ

ィコアラによる試料2,341シペックグラブ試料2,465で

あった.

むすび

大陸棚および大陸斜面はわれわれの生活に関係が深

い海域である.さしあたって海の開発利用はこの海

域で行なわれると同時に環境汚染もここから始まる.

したがってなにを行なうにせよまず大陸棚の海象

と海底地質を知ることがすべての基礎となる.海域の

地質を的確に把握するにはできるだけ多数の地点から

岩石を採取することが必要である.サンプリングの多

寡は地質図の信頼度を大きく左右する.そのために

は岩盤地帯や堆積物の被覆が少柾い場所では各種の試

錐機堆積物が厚いところないしは海底地質層序を知

るには掘さく船が高度に利用されねばならない.

現在地質調査所は特別研究として金属鉱業事業団

所有の白嶺丸を使用して｢日本周辺大陸棚海底地質総合

研究｣を実施しているが岩石サンプリングのために

沈置式海底小型試錐機を開発し海底岩盤露出地帯から

岩石コア数10cmを採取することに成功した(地質ニュ

写真12わか国の小型掘さく船第1探海号の有

りし目の姿(旧太平洋探海工業K.K.資料)

一スN･｡255).さらに調査所は大型試錐機を白嶺丸に

搭載して調査に使用することを計画している.これは

岩盤露出地帯でなく厚さ数mの表層堆積物が分布する

場所でその下の岩盤から岩石を採取できる沈置式のド

リノレである｡この両者の活用によりかなりの範囲の

地質が明らかにされるであろう.さらにその上軽便

な掘さく船を動員して岩石コアリングを重要地点につ

いて行なえば海域全体の地質解釈を確固抵ものにする

ことができる.以上のサンプリングシステムに従えば

海底トンネル等の基礎地質調査もさらに詳細になるだろ

うし物理探査を主軸として行なわれている海底石油探

査の成果も確実度を増すと思われる.また沿岸から

遠く離れた大陸棚では地質層序を知るために掘さく船

が不可欠となる.このようなことは上に述べたIG

Sの例をみてもわかるようにフランスでも一般に行な

われているしソ連でも中国でも行なわれているらしい

(岸本文男:地質ニュｰスNo.254).

ついでになるが実はわが国でも第!探海号(旧太平

洋探海工業所属510トン)というかなりの性能の掘さ

く船が3年前まで存在したのである.これは水深100

mで海底下1,000m一の掘さく能力を有する船で通産省

旧鉱山石炭局の原料炭炭田開発調査のため西九州沖の

海底炭田探査に活躍した実績がある.はなはだ残念匁

ことに同船はこのプロジェクト終了後刷用途の船に

改造されたらしく今はいない.もし同船が健在であ

ったなら海洋地質関係者にとってどんなに心強い存

在になっていたかと惜しまれる.ここに同船の有り

し目の雄姿をしのんで写真をかかげておく(前掲の

OceanIndustryには同船がまだ掲載されている).

なにはともあれ海底から岩石コアを多数採取して海

底地質の知識を確固なものにし社会的経済的要望に応

えるのがわれわれ海洋地質の調査研究にたずさわる者

の念願である.
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